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経済研究会 

国土交通記者会 へ貼り出し 

 
いよいよ明日（８月２２日）から、さいたま市において 

「防災フェア２００８ in さいたま」を開催（第３報） 
 

 

 ８月３０日(土)から９月５日(金)までは防災週間です（昭和５７年閣議了解）。 

 この期間を中心に、全国各地で講演会、展示会、防災訓練など、国民の防災意識の

高揚と、防災知識の普及・啓発のための様々な取組が行われます。 

 この防災週間の主要行事として、内閣府、さいたま市、防災推進協議会の共同開催

で、８月２２日(金)から下記のとおり「防災フェア２００８ in さいたま」を開催し

ます。 

２７回目となる本年のフェアは、国民一人ひとりが災害への備えを日々の生活の中

で実践することを促すため、特に市民参加型・体験型のイベントを充実することとし

ています。 

詳細は次のホームページからもご覧いただけます。皆様のご来場をお待ちしており

ます。 

 

 

http://www.bousai.go.jp/fair2008/ 
 

 

 

記 

 

１．期間等  

平成２０年８月２２日（金）～８月２５日（月） 

 テーマ：「今こそ、災害への関心を自助・共助の行動へとつなげよう！」 

～あなたの行動と地域のつながりで高める防災力～ 

２．会 場  

さいたま市大宮区 大宮ソニックシティ周辺 

 

３．主催等 

主催：防災フェア２００８実行委員会（内閣府、さいたま市、防災推進協議会） 

（※ 防災推進協議会は昭和５７年設立、日本赤十字社など７０団体で構成） 

  

 後援：警察庁、総務省、総務省消防庁、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、

経済産業省、国土交通省、気象庁、海上保安庁、防衛省、埼玉県 

 

協力：国土交通省関東地方整備局、熊谷地方気象台、埼玉県、埼玉県警察本部、

東日本電信電話株式会社埼玉支店、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ、



日本赤十字社埼玉県支部、日本放送協会さいたま放送局、東京ガス株式会

社埼玉支店、東京電力株式会社さいたま支社、さいたま商工会議所、東日

本旅客鉄道株式会社大宮支社、社団法人関東建設弘済会 

 

４．事業概要  別添のとおり 

 ○ オープニングセレモニー 

日 時  ： ８月２２日（金）１４：００～ 

場 所  ： 大宮ソニックシティ イベント広場ステージ 

出席予定者： さいたま市長、防災推進協議会会長（日本赤十字社社長）、 

内閣府政策統括官(防災担当)等を予定 

 

５．コンセプト 

 ○ 今年のフェアは、新しい取組として次の視点を取り入れ、市民に親しみやすい

ものとする。 

・市民との直接対話を取り入れる 

・体験型、参加型のイベントを充実 

・青少年が興味を持てる内容を強化 

・被災地の現状を伝える 

・国際的な視点を取り入れる 

・最新のＩＴを活用する 

（例）防災の専門家による市民講座 

普段会えない人、意外性のある人によるトークイベント 

中学生との対話 

 

 

 

〔本件問い合わせ先 〕 

内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（災害予防担当）付 大川､鈴木､竹内 

Tel 03-3503-9394(直)  Fax 03-3581-8933 







別 紙

 
防災フェアｉｎさいたま  
今こそ、災害への関心を自助・共助の行動へとつなげよう！ 
～あなたの行動と地域のつながりで高める防災力～ 
 

防災シンポジウム、防災集中講座の全体概要 

◎防災シンポジウム「日本の災害対策を考える」 

災害についての認識を深め、防災意識を高める（３連続講演） 

 

○開催日時 ８月２３日（土）１０：００～１２：４０ 

○開催場所 埼玉県さいたま市・大宮ソニックシティホール２階 小ホール 

○主  催 内閣府・さいたま市・防災推進協議会 

○タイム・スケジュール 

・10:00～10:05 主催者あいさつ 内閣府参事官（災害予防担当）田尻 直人 

・10:05～10:50 講演テーマ「歴史に学ぶ震災への備え」 

        特定非営利活動法人 防災情報機構会長 伊藤和明 氏 
（概要）『首都圏直下地震が切迫しているといわれる。そのモデルとされる 1855 年安政

江戸地震(Ｍ7.0～7.1)では、約 1 万人が犠牲となり、現在の埼玉県下でも、中南部

で大きな被害がでた。また 1931 年西埼玉地震(Ｍ6.9)でも、県中部・西部を中心に

200 棟あまりが全壊、死者 16 人を数えている。・・・』 
 

・11:00～11:45 講演テーマ「防災に対して、いま求められている女性像とは

どのようなものか」 

        富士常葉大学 大学院 環境防災研究科 教授 重川希志依 氏 
（概要）『女性の職場への進出、少子高齢化など、日本の社会の構造は大きく変化してい

る。そのような中で、女性や子ども、高齢者など、これまで助けられる側と考え

られていた立場の人たちが、防災に果たす役割は今後ますます重要になってくる

ことが予想される。・・・』 
 

・11:55～12:40 講演テーマ「地域の防災の力を高めるために」 

日本放送協会 解説主幹 山崎 登 氏 
（概要）『我が国では、大規模地震発生の切迫性が高まっている中、防災対策の実効性を

これまで以上に高めることが急務となっている。また、近年、世界的な大規模水

害が多発し、我が国でも豪雨の発生頻度が近年増加傾向にあり、風水害の頻発・

激甚化などの懸念が指摘されている。国民の防災意識をいかにして実際の防災行

動へとつなげるか。・・・』 



◎防災集中講座 

防災の実践的知識を学ぶ（自助）（講師とのＱ＆Ａによる直接対話） 

 

○開催日時 ８月２３日（土）１３：３０～１６：０５ 

○開催場所 埼玉県さいたま市・大宮ソニックシティホール４階 国際会議室 

○主  催 内閣府・さいたま市・防災推進協議会 

○タイム・スケジュール 

・13:30～14:15 講座テーマ「地震発生のメカニズム、どこで、どんな大地震

が発生するのか」 

東京工業大学 大学院総合理工学研究科 人間環境システム専攻 
教授 翠川 三郎 氏 

（概要）『四川大地震や岩手・宮城内陸地震により大きな被害が発生しているが、大規模

地震発生の切迫性が高まっている中、我が国において、どこで・どのような大地

震が心配されているか、また一度、大地震が起きるとどのような被害や揺れに襲

われるのか、揺れやすく被害を受けやすい場所はどのようなところなのかについ

て一般者が実践的な知識を学べる。』 
 

・14:25～15:10 講座テーマ「過去の災害に学ぶ（関東大震災から学ぶ）」 

東京大学 大学院人文社会系研究科・文学部 准教授 鈴木 淳 氏 
（概要）『過去の災害からの教訓に学ぶため、関東大震災時の被災状況や当時の人々の対

応を知り、今後の大規模災害にあたってどのようなことが起こり得るか、また私

たちは大震災からどのように身を守れば良いかについて実践的な知識を学ぶ。』 
 

・15:20～16:05 講座テーマ「家庭で職場で災害にどう備えるか」 

危機管理アドバイザー 国崎 信江 氏 

（概要）『大規模地震発生などの自然災害の切迫性が高まっている中で、防災対策の実効

性をこれまで以上に高めることが急務となっている。家庭で職場で災害にどう備

えるかべきか、どのようなことができるのか、有効なのか、女性ならではの立場・

視点から、そのための課題と方策を学ぶ。』 



防災ﾌｪｱ2008inさいたま

 

シンポジウム「日本の災害対策を考える」
開催：8月23日（土）10:00～12:40

 

会場：大宮ソニックシティ「小ホール」

◆講演テーマ「歴史に学ぶ震災への備え」

特定非営利活動法人

 

防災情報機構会長

 

伊藤

 

和明

科学番組ディレクターを経て、1978年から2000年までＮＨＫ解説委

 

員として、自然災害、宇宙と地球の科学、地球環境問題などの解

 

説・評論につとめる。

政府関係委員としては、中央公害対策審議会委員、消防審議会会長、

 

地震調査研究推進本部政策委員会委員、社会資本整備審議会河川部

 

会委員、地球環境研究等企画委員会委員などを歴任。

著書：「地震と噴火の日本史」、「日本の地震災害」、「火山噴火

 

予知と防災」、「津波防災を考える」、「自然とつきあう」

ほか。

中央防災会議「災害教訓の継承に関する専門調査会」座長

◆講演テーマ「地域の防災の力を高めるために」

日本放送協会

 

解説主幹山﨑

 

登

1954年長野県大町市生まれ。1976年ＮＨＫ入局。盛岡、佐賀、長

 

野局で勤務。1988年東京の報道局社会部の災害班に所属。1991年

 

「特報・首都圏」キャスター。1995年阪神・淡路大震災を取材。

 

1998年東京報道局社会部、災害班デスク。2000年ＮＨＫ解説委員

 

（自然災害と防災担当）。イラン地震、阪神・淡路大震災、台湾

 

地震、有珠山噴火、三宅島噴火、東海豪雨災害、新潟県中越地震、

 

ニューオリンズのハリケーン災害、新潟県中越沖地震、岩手・宮

 

城内陸地震などを取材。

（著書）「災害情報が命を救う～現場で考えた防災～」

（近代消防社）

中央防災会議「首都直下地震避難対策等専門調査会」委員

中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」委員

◆講演テーマ「防災に対して、いま求められている

女性像とはどのようなものか」

富士常葉大学

 

大学院

 

環境防災研究科

教授

 

重川

 

希志依

東京理科大学理工学部卒業。（財）都市防災研究所主任研究員、

 

同研究部長を務めた後、平成１２年、わが国初の防災を専門とす

 

る学部、富士常葉大学環境防災学部に助教授として就任。平成１

 

５年から現職。環境防災、都市防災、災害弱者対策、防災教育、

 

市民の防災力向上等、防災分野の幅広いテーマに造詣が深い。

中央防災会議委員

中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」委員

地域安全学会副会長、地震調査研究推進本部政策委員会委員など、

 

各種委員会委員、学会理事等



防災ﾌｪｱ2008inさいたま

 

防災集中講座
開催：8月23日（土）13:30～16:05

 

会場：大宮ソニックシティ「国際会議室」

◆講座テーマ「地震発生のメカニズム、どこで、どんな

大地震が発生するのか

 

」

東京工業大学

 

大学院総合理工学研究科

人間環境システム専攻

 

教授

 

翠川

 

三郎

専門は地震工学、特に、大地震による震度分布や被害分布の予測、

 

リアルタイム地震情報システム、リモートセンシングによる早期被

 

害状況の把握などを研究している。近年は、市民の防災意識喚起の

 

ための地震マップの作成や普及に努め、行政と協力して地域での防

 

災キャラバン講座も実施している。

中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」委員

地震調査委員会「強震動評価部会」委員

◆講座テーマ「家庭で職場で災害にどう備えるか

 

」

危機管理アドバイザー

 

国崎

 

信江

女性として、母として「子どものいのちを守る」研究を中心に独自の

 

視点で防災・防犯対策を提唱している。講演、執筆、プログラムコー

 

ディネイトなどの活動を行う傍ら、中央防災会議「首都直下地震避難

 

対策等専門調査会委員」、文部科学省「地震調査研究推進本部政策委

 

員会委員」などを務める。また、NPO国境なき技師団の一員として、

 

海外での防災教育活動なども行なっている。おもな著書に『地震から

 

わが子を守る防災の本』（リベルタ出版）、『犯罪から子どもを守る

 

50の方法』（ブロンズ新社）、『地震から子どもを守る50の方法』

 

（ブロンズ新社）、『サバイバルブック―大地震発生その時どうす

 

る?』（日本経済新聞出版社）などがある。

中央防災会議「首都直下地震避難対策等専門調査会」委員

◆講座テーマ「過去の災害に学ぶ（「関東大震災に学ぶ」）

東京大学

 

大学院人文社会系研究科・文学部

准教授

 

鈴木

 

淳

1962年東京都新宿区生まれ。東京大学文学部国史学科卒。日本近代

 

史、特に明治の社会経済史が専門。

著書として『明治の機械工業』、『日本の近代15

 

新技術の社会

 

誌』（中央公論新社）、『日本の歴史20

 

維新の構想と展開』（講

 

談社）、防災関係では『町火消たちの近代－東京の消防史』（吉川

 

弘文館、歴史文化ライブラリー８０）、『関東大震災－消防・医

 

療・ボランティアから検証する』（筑摩書房、ちくま新書５０７）

 

がある。

中央防災会議「災害教訓の継承に関する専門調査会」委員

同1923関東大震災第２編分科会主査
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